
 

社会資本総合整備計画（第５回変更）

平成２６年１２月２５日

神奈川県　綾瀬市
か な が わ け ん あ や せ し



平成２６年１２月２５日

1 にぎわいに満ちた中心核づくりと災害に強く安心して暮らせるまちづくり
平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 綾瀬市

・中心核づくり満足度を　68%（H22）から70%（H26）に増加
・綾瀬中央地区内の居住者数を　6,800人(H22)から8,000人(H26)に増加
・地域防災リーダーの人数を　54人（H22）から140人（H26）に増加

（H22当初） （H24末） （H26末）

住民アンケート調査による（中心核づくり満足度）

建築戸数と平均世帯人数による人口増

地域防災リーダーの人数増

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-B-1 道路 一般 綾瀬市 直接 94.8

合計 94.8

番号 備考

1-B-1 電線類地中化等により安全で快適な都市空間を創出する。

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-C-1 社会実験 一般 綾瀬市 直接 42

1-C-2 一般 綾瀬市 間接 上屋設置 2.4

1-C-3 一般 綾瀬市 直接 44.2
合計 88.6

番号 備考

1-C-1 中央部への公共交通の移動利便性を向上することで市民の交流機会を増やし、中心核の活性化を図る。

1-C-2 公共交通における待合施設のアメニティ向上を図り、中心核の魅力を高める。

1-C-3 遊歩道を整備し、中心核周辺の回遊性を促進させ、中心核の活性化を図る。

その他関連する事業

交付 備考

対象

1-A'-2 防災 綾瀬市 69.58「防災・安全移行先」

1-C'-4 綾瀬市 8.95「防災・安全移行先」

1-C'-5 綾瀬市 0.88「防災・安全移行先」

1-C'-6 綾瀬市 非常用通信回線の整備 1.29「防災・安全移行先」

1-C'-7 綾瀬市 5.50「防災・安全移行先」

事業 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

Ａ’ 防災 綾瀬市 直接 69.58

綾瀬市 直接 綾瀬市 広域避難場所誘導標設置 8.95

綾瀬市 直接 綾瀬市 防災対策総合ガイド作成 0.88

綾瀬市 直接 綾瀬市 非常用通信回線の整備 非常用通信回線の整備 1.29

綾瀬市 直接 綾瀬市 監視カメラ設置 5.50

Ａ’ 69.6 百万円Ｂ’ Ｃ' 14.1%

全体事業費
（百万円）

綾瀬市都市防災総合推進事業 綾瀬市

(C+C')/((A+A')+(B+B')+(C+C'))0百万円 16.6百万円

監視カメラ設置 綾瀬市

計画等の名称

要素となる事業名 市町村名

防災対策総合ガイド作成 綾瀬市

綾瀬市

事業種別

綾瀬市都市防災総合推進事業 災害危険度判定調査、住民等まちづくり活動支援 綾瀬市

広域避難場所誘導標設置 綾瀬市

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名

綾瀬市 遊歩道整備事業 遊歩道整備 綾瀬市

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

広域避難場所誘導標設置

防災対策総合ガイド作成

監視カメラ設置

綾瀬市

全体事業費
（百万円）

綾瀬市 コミュニティバス試験運行 市内5ルート運行 綾瀬市

バス事業者 バス停留所上屋整備事業 綾瀬市

綾瀬市 街　路 電線類地中化 綾瀬市

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

合計 861

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（延長・面積等）

861 別添１綾瀬中央地区都市再生整備計画事業 街路、道路、公園 綾瀬市1-A-1 都市再生 一般 綾瀬市 直接 綾瀬市

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

13.7 %
(内提案分:54 百万円) （Ａ（提案分）＋Ｃ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

百万円
Ｂ 94.8百万円 Ｃ 88.6百万円

効果促進事業費の割合
全体事業費

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

1,044.4百万円 Ａ
861

68% 70%

6,800人 8,000人

54人 140人

本市は市内に鉄道駅が無いため市外の駅に近い外縁部から市街化が進み、市の中央部が空洞化した都市形態となっている。
快適な住環境と高い利便性、機能性を備え、新市街地と旧市街地を連絡する幹線道路、地区幹線道路による道路ネットワークが構築された快適で魅力ある中心市街地の再生を目指すと同時に、災害に強いまちづくりの
実現に向け、地域の災害に対する現状を明らかにし、市民による自主防災訓練、市民に対する啓発活動等により防災意識の高揚を図り、さらに地域防災リーダーの養成や支援により防災組織の強化を図ります。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

綾瀬市

綾瀬市

綾瀬市

綾瀬市

Ｃ'

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標



（参考図面）市街地整備

計画の名称 1 にぎわいに満ちた中心核づくりと災害に強く安心して暮らせるまちづくり

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 綾瀬市交付対象

凡　　例

市街化区域

市街化調整区域

0 500 1,000 1,500 2,000250 m

東海道新幹線

A-1 綾瀬中央地区都市再生整備計画事業

(171ha)

A’-２ 綾瀬市都市防災総合推進事業
東名高速道路

かしわ台駅

相模大塚駅

相鉄線

A-1 綾瀬中央地区都市再生整備計画事業エリア

A’-2 綾瀬市都市防災総合推進事業エリア

C-1 コミュニティバス試験運行路線（効果促進事業）

綾瀬中央地区

A-1 コミュニティバス試験運行路線
都市再生整備計画事業エリア（提案事業）

さがみ野駅

厚木基地

C-１ コミュニティバス試験運行

C-２ バス停留所上屋整備事業

C-３ 遊歩道整備事業

B-1 街路（電線類地中化・市道９１３号線）

C’-４ 広域避難場所誘導標設置

C’-５ 防災対策総合ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ作成

B-1 街路・電線類地中化
（関連社会資本整備事業）

C’-６ 非常用通信回線整備




